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MPEG LA Statement:

Use of this product for encoding video information for the purpose of

producing prerecorded video programs products for commercial sale or

rental including by way of examples and without limitation, digital video

disk and digital video tapes, or for the purpose of storing encoded video

programs for distribution by a video server is expressly prohibited with-

out a license under applicable patents marked on this product, or on the

container, user documentation or specification sheet for this product.
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はじめに

Cinema Craft Encoder SP3 は，AVI ファイルや QuickTime ファイ
ルなどを高速に，かつ高画質でMPEG-2（またはMPEG-1）ファイル
に変換するプログラムです。本書では Cinema Craft Encoder SP3の機
能と使用方法について説明します。
オペレーティングシステムの基本的な操作や慣用表現およびMPEG

に関する詳しい技術等については，他のマニュアルまたは解説書を参照
してください。

動作環境

Cinema Craft Encoder SP3を使用するには，次のハードウェアとソ
フトウェアが必要です。

• Intel Pentium 4または同等以上のプロセッサを搭載したマシン
• 2GBの RAM

• Microsoft Windows 7またはMicrosoft Windows Vista

• Microsoft .NET Framework 3.5

• QuickTime ファイルをエンコードする場合は，QuickTime 7

以降
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本製品の仕様

圧縮方式

システム ISO/IEC 13818-1 | ITU-T Rec. H.222.0

（Program Streamのみ）
ISO/IEC 11172-1

ビデオ ISO/IEC 13818-2 | ITU-T Rec. H.262 (MP@ML)

ISO/IEC 11172-2

オーディオ ISO/IEC 11172-3 (Layer 2)

出力ビデオの形式

エンコード方式 1-pass CBR （固定ビットレート）
マルチパス CBR （固定ビットレート）
1-pass VBR （可変ビットレート）
マルチパス VBR（可変ビットレート）

ビットレート 最大 15 Mbits/sec

フレームレート 23.976/24/25/29.97/30 (frames/sec)

アスペクト比 SAR 1:1, DAR 4:3, DAR 16:9 または DAR 2.21:1

GOP構成 I, Pフレーム間隔 (M) : 1 ∼ 3

Iフレーム間隔 (N) : 最大 15 (Mの倍数)



第 0章 はじめに 3

出力オーディオの形式

ビットレート*1 64/96/112/128/160/192/224/

256/320/384 (kbits/sec)

サンプリング周波数 32/44.1/48 (kHz)

量子化ビット数 16ビット
モード モノラル，ステレオ，

ジョイントステレオ，および音声多重

入力ファイルの形式

ビデオ
AVIファイル AVI 1.0（参照型を含む）

AVI 2.0

OpenDML

フレームサーバ (Avisynth, VirtualDub)

QuickTimeファイル movファイル
DV (dif)ファイル

静止画 (連番)ファイル Bitmapファイル
Targaファイル
Tiffファイル
PNGファイル
JPEGファイル
DPXファイル

オーディオ
Waveファイル 無圧縮のものに限る
AIFFファイル 無圧縮のものに限る

*1 1チャンネルの場合はこの半分のビットレートになります。
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第 1章

Cinema Craft Encoder SP3の
特徴

Cinema Craft Encoder SP3 は，DVD 作成を主な目的に設計された
高画質 MPEG2 エンコーダです。Cinema Craft Encoder SP3 は高度に
最適化されたソフトウエア・ベースのエンコーダであり，プロセッサを
高度に活用して高速な内部処理を実現するとともにハードウエア・ベー
スのエンコーダでは実現が困難な，高画質を達成するための機構がいろ
いろと組み入れられています。

Cinema Craft Encoder SP3 には以下のような特徴があります。

• 高度な動き検出
• 自動シーン・チェンジ検出
• 適応的 GOP構造
• 適応的量子化行列
• 仮想マルチパス エンコーディング
• マルチパス エンコーディング
• 2 パスでの逆 3:2プルダウン
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高度な動き検出

Cinema Craft Encoder SP3 は独自の動き検出アルゴリズムで動作し
ます。画像を数枚同時に複数回数スキャンし，誤り動きベクトルを訂正
しながら動作します。特に長大な誤り動きベクトルの発生は符号化品位
に大きな悪影響をもたらす場合がありますが，このような問題を最小限
に押さえます。エンコーダの実装において 2フレーム以上離れた動き検
出では，テレスコピック・サーチ（1フレームの動きから 2フレーム以
上の動きの予測をたて，その近傍のみを探索することで計算量を削減す
る手法）が用いられることが一般的ですが，このような実装では，急激
な輝度変化があったり複雑な動きをしたりする映像で，予測に誤りが生
じ符号化品位に問題を発生することがあります。Cinema Craft Encoder

SP3 の動き検出アルゴリズムは全ての隣り合うフィールドの動きを調
べてから，これを辿るような考え方で 2フィールド以上の動き検出を実
行し，このような場合も良好な動き検出が可能です。

自動シーン・チェンジ検出

シーンチェンジの認識は高画質を達成するうえでエンコーダにとっ
て GOP構成や，自然なひずみの制御などいろいろな意味で重要です。
Cinema Craft Encoder SP3 は符号化処理に先立って画像を先読みし，
動き検出を実行するとともにフィールド単位でシーン・チェンジを検出
します。検出されたシーンの最初のビデオ・フレームは自動的に I フ
レームに設定され，このフレームから始まるGOPは自動的に閉 GOP

に設定されます。また，逆 3:2プルダウン検出の際には，シーン内で不
自然な変化点の検出が行われないようにも配慮されています。
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適応的 GOP構造

GOP内のピクチャ構成により画質は変化します。例えば，Bフレー
ムの使用はある一定の範囲の動きには有効ですが，ほとんど動かない，
あるいは非常に激しく動く映像においてはむしろ画質の低下を招きま
す。Cinema Craft Encoder SP3 は動き検出結果を元に内部で数千にも
及ぶ GOP構成をシュミレートし，映像に応じて最適な GOP構成を自
動的に選択します。

適応的量子化行列

MPEGでは，量子化行列に係数をかけて映像をひずませるとともに，
情報量を削減して目標となるビットレートのストリームを得ます。ここ
で，係数範囲は有限であり，MPEG2では約 100倍のダイナミックレン
ジを持っています。簡単な映像（高周波が少なく，かつ動きの小さい，
空間的にも時間的にも相関の高い映像）には小さい値を持つ量子化行列
を指定し，難しい映像（TVで放送終了後に表示される，いわゆる砂嵐
の映像など，空間的にも時間的にも相関が少ない映像）では大きな量子
化行列を指定することで，このダイナミックレンジを有効に生かすこと
ができます。逆に，そうしないと，簡単な映像に対して充分にレートが
あがらないとか，複雑な映像に対してレートが落ちきらずエラーが発生
するなどの問題が生じることがあります。量子化行列の設定には専門的
な経験が必要なうえに，簡単な映像と難しい映像が作品に混在する場合
などでは，個別の指定は非常に面倒です。Cinema Craft Encoder SP3

でも量子化行列の設定は可能ですが，Cinema Craft Encoder SP3 では
指定された量子化行列をベースに内部で 1/4 .. 4倍の量子化行列を自動
的に生成し，GOP単位にひずみの量によって自動的に使い分けを行う
ような設定ができます。これにより，簡単な映像に対して，充分にレー
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トがあがらないとか，複雑な映像に対してレートが落ちきらず，エラー
が発生するなどの問題を自動的に解決します。また，量子化行列の個々
の値を変えて，エンコードされた映像のテクスチャを調整するケースも
ありますが，Cinema Craft Encoder SP3 の調整機能はあくまで指定さ
れた量子化行列をベースに動作し，特に Cinema Craft Encoder SP3の
調整機能の存在を意識せずに，これまでと同じように使用することがで
きます。通常，量子化行列は GOP単位で制御されます。画質において
はこれが最善です。

仮想マルチパス エンコーディング

一般にエンコーダには画像をどの程度ひずませれば，目的とするビッ
トレートが得られるかは正確には解りません。そのため，他社エンコー
ダでは一般的に直前に符号化した結果をもとにひずみとビットレートの
関係を予測し，かつ予測のずれをフィードバックをかけることによっ
て補正しながら目的とするビットレートに近づける制御がなされてい
ます。ところが，特に性質の異なるシーンの変わり目などでは，この制
御が破綻することがあり，結果として，ひずみに大きな変動を伴う品位
に問題のあるストリームが出力されることがあります。Cinema Craft

Encoder SP3は一回のエンコード時間の中で内部で複数回（2..8回）エ
ンコードを行い，ひずみとレート関係を正確に把握してから実際のエン
コードを行いストリームを出力します。これにより，レートやひずみの
不自然な変動がない安定した高品位なストリームの出力が実現されてい
ます。

マルチパス エンコーディング

他社のエンコーダでは一般的に VBR は 2 パスで動作します。最初
のパスは複雑さを解析するパスで，あとのパスは実際のエンコードパス
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です。Cinema Craft Encoder SP3 では複雑さを解析するパスと，エン
コードパスの区別はなく，すべてのパスは，エンコードを行うとともに
複雑さの解析も同時に行います。Cinema Craft Encoder SP3では 3パ
ス以上のマルチパス動作もサポートされ，パスを重ねるごとに自動的に
画質を向上させることができます。詳細はエンコード・モードを参照し
てください。

2パスでの逆 3:2プルダウン

フィルムは 24 frames/sec のプログレッシブで，NTSC は 60

fields/sec のインターレースです。フィルムから NTSC に変換するこ
とを 3:2 プルダウンといい，典型的には 5 フィールドごとに 2 フィー
ルド前の映像のコピーを挿入することでこの変換が行われています。
MPEG2ではコピーされたフィールドを符号化せずに，符号化フレーム
に最初のフィールドのコピーを 2 フィールド後に挿入する指定で置き
換えることができます。こうすることで符号化効率を向上させることが
できます。この機能を逆 3:2プルダウンと呼びます。上記の説明でわか
るとおり，逆 3:2 プルダウンにはビットレート換算で 25%上げた効果
があります。また，実際に符号化されているのはインターレースではな
く，プログレッシブです。一般にインターレースよりプログレッシブの
ほうが符号化効率が良いので，うまく検出できれば実際には圧縮効率は
25%よりさらに良くなります。
逆 3:2プルダウン機能を選択してエンコードを実行すると，自動的に

プルダウンのパターンを検出することができます。エンコーダはフィー
ルドが 2 フィールド前の映像と一致しているかを監視して動作します
が。正しい検出が困難な場合があります。例えば，映像が静止している
部分では全てのフィールドはコピーに見えるので，動き出すまでは本当
のコピーがどれかはわかりません。Cinema Craft Encoder SP3 では映
像を数十フィールド先読みすることで，出来る限り正しいプルダウン検



第 1章 Cinema Craft Encoder SP3の特徴 9

出を行うように設計されていますが，それでも先読み量は限定されてい
るので検出精度には限界があります。このため，Cinema Craft Encoder

SP3では 2パスでの逆 3:2プルダウンが用意されています。i32ファイ
ルと呼ばれる情報ファイルを選択してエンコードを実行すると，逆 3:2

プルダウンの検出に必要な全ての情報をファイルに記録します。あと
で，このファイルを参照して再度テープをまわさずに逆 3:2プルダウン
の検出を行うことができます。このときの検出では映像を無制限に先
読みでき，ファイルを何度もスキャンしながら矛盾点を検出，解消しな
がら検出を行うことができ，より正しい精度の検出を行うことができ
ます。
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第 2章

使ってみる

2.1 ムービーファイルのエンコード

ムービーファイルをエンコードするには以下の手順にしたがってくだ
さい。

1. Cinema Craft Encoder SP3 を起動します。立ち上がると図 2.1

のようなウィンドウが現れます。
2. 左側のペインで右クリックをし，新しい項目... を選択します
（図 2.2）。

3. 適当な名前を入力し，テンプレートを選択します。
4. 右上のペインで右クリックし，追加...を選択します（図 2.3）。
5. エンコードするムービーファイルを選択します。複数のムービー
ファイルを登録すると，それらは結合されます。

6. 右下のペインで出力ファイル名を指定し，MPEG モード，エ
ンコードタイプ，ビットレートなどのパラメータを指定します
（図 2.4）。

7. ファイルメニューからエンコードを選択するとエンコードが開始
されます（図 2.5）。
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8. エンコードが開始されると進行状況ウィンドウが表示されます
（図 2.6）。

図 2.1 メイン ウィンドウ

図 2.2 左 ペイン
図 2.3 右上 ペイン
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図 2.4 右下 ペイン

図 2.5 ファイル メニュー
図 2.6 進行状況 ウィンドウ

2.2 エンコードのキャンセル

エンコードを途中で中止するには，エンコード中に表示される進行状
況ウィンドウにあるキャンセルボタンを押します。このウィンドウの右
上の×ボタンを押してこのウィンドウを閉じてもエンコードはキャン
セルできませんのでご注意ください。
いったん閉じた進行状況ウィンドウを再度開くには，メイン ウィン

ドウのウィンドウメニューから進行状況...を選択します。
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2.3 エンコーダー コントロール リストの保存と

読み込み

入力ファイル名，出力ファイル名，エンコード設定情報を含んだも
のをエンコーダー コントロール リスト (ECL) といいます。この ECL

ファイルを保存するには，メイン ウィンドウのファイルメニューから
名前を付けて保存を選択するか， ボタンを押します。保存形式とし
て XML (*.xml) とバイナリー (*.dat) が選択できます。このファイル
は Cinema Craft Encoder SP3の起動時に，コマンドライン引数として
指定することができます。
現在の設定を保存した後に新規に始めたい場合は，メイン ウィンド

ウのファイルメニューから新規を選択するか， ボタンを押します。
保存した ECLファイルを再び開くには，メイン ウィンドウのファイ

ルメニューから開くを選択するか， ボタンを押します。

2.4 コマンドライン起動時のオプション

コマンドプロンプトから cce3.exe または cce3.com と入力して，
Cinema Craft Encoder SP3 を起動することができます。拡張子を省略
して cce3 と入力すると cce3.comが呼ばれます。（cce3.comを起動
すると，エンコード中のログをコンソールに出力します。）また，コマ
ンドライン起動時には以下のオプションを指定することができます。



第 2章 使ってみる 14

ecl filename ECLファイルを指定します。ECLファイルの拡張
子は.xml または.datです。ECL ファイルは複数
個指定できます。

source filename 拡張子が.xmlでも.datでもないファイルが指定さ
れた場合は，ソースファイルとみなします。ソース
ファイルは複数個指定できます。

-batch コマンドラインで ECLファイルまたはソースファ
イルが指定されていた場合，プログラムの起動と同
時にエンコードを開始します。エンコードが終了す
るとプログラムも終了します。
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第 3章

エンコード モード

柔軟なエンコード・オペレーションを実現するために Cinema Craft

Encoder SP3では以下のようなモードが用意されています。

• ワンパス CBR

• ワンパス VBR

• VBR解析パス
• マルチパス CBR

• マルチパス VBR

ワンパス CBR

固定ビットレート・ストリームを一回のパスで出力します。平均の
ビットレートを指定します。

ワンパス VBR

可変ビットレート・ストリームを一回のパスで出力します。最小と最
大のビットレートとひずみ度を指定します。このモードでは平均のビッ
トレートは指定できず，出力ファイルの大きさは事前には予測できま
せん。
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VBR解析パス

最小，最大，および平均のビットレートを指定し符号化処理を行い
ます。主に，マルチパス VBRを行うための，映像の複雑さを解析する
パスとして使用します。得られたストリームはワンパス CBRに似てい
ますが，VBRヘッダを持ち，多少のレート変動を許したストリームに
なっています。特別な必要がなければ，最小，最大，および平均を同じ
値に設定して，このモードを特殊な CBRとして使用することもできま
す。ワンパス CBRに比較してエンコーダにとっての自由度が高く，画
質も勝る場合が多いです。

マルチパス CBR

固定ビットレート・ストリームを複数のパスで出力します。1 パス
目は，画像の複雑さを調べるために VBR 解析パスあるいはワンパス
CBRまたはワンパス VBRを実行し，画像の複雑さをフレーム毎に記
述れたファイル（ビデオ情報ファイル）を作成します。2パス目以降に
その情報を参照しながら実際のエンコードを行います。Cinema Craft

Encoder SP3 では 3 パス以上のマルチパスもサポートされます。ビデ
オ情報ファイルはエンコードの履歴を記録しており，パスを重ねる毎に
画質を改善することができます。映像にもよりますが，最初のビデオ情
報ファイルを作成するパスを含め，全部で 3パス程度までは画質の改善
が見られることがあります。

マルチパス VBR

最小，最大，および平均のビットレートを指定し，複数パスにより，
符号化処理を行います。自動的なビット割付を行うため最低 2パスが必
要です。1パス目は，画像の複雑さを調べるためにVBR解析パスある
いはワンパス CBRまたはワンパスVBRを実行し，画像の複雑さをフ
レーム毎に記述したファイル（ビデオ情報ファイル）を作成します。2



第 3章 エンコード モード 17

パス目以降にその情報をもとにビットの配分を計画し，実際のエンコー
ドを行います。Cinema Craft Encoder SP3では 3パス以上のマルチパ
スもサポートされます。ビデオ情報ファイルはエンコードの履歴を記録
しており，パスを重ねる毎に画質を改善することができます。映像にも
よりますが，最初のビデオ情報ファイルを作成するパスを含め，全部で
4パス程度までは画質の改善が見られることがあります。

VAFを新規に作成

マルチパス VBRまたはマルチパス CBRでエンコードするときに使
用するビデオ情報ファイルを新規に作成したい場合にこのオプションを
選択します。これが選択されていない場合，既存のビデオ情報ファイル
を使用します。ただし既存のビデオ情報ファイルがない場合は新規に作
成します。ビデオ情報ファイルを新規に作成する場合は，1パス多くエ
ンコードが必要になります。

詰め物ビットを使う

VBRではひずみを最小限まで下げても目標としたファイルサイズよ
り小さくエンコードされる場合があります。このような場合に，デコー
ダで無視されるような詰め物をストリームに挿入し，目標ビットレー
トに近づけることを指定します。この場合ファイル・サイズは増加しま
すが，画質が向上するわけではありません。必要に応じて使用してくだ
さい。

*注意*

MPEG規約のVBV (Video Buffer Verifier) の規約を守り，な
おかつ画質を維持するために目標ビットレートに達しないことがあり
ます。
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マルチパス動作の注意点

一般的な他のエンコーダでは 2パス VBRの時には複雑さを解析する
パスと，エンコードパスは独立しています。しかし，ここまでの説明で
わかるとおり，Cinema Craft Encoder SP3では複雑さを解析するパス
と，エンコードパスの区別はありません。エンコード時には常に複雑さ
の解析も同時になされ，得た情報をビデオ情報ファイルに記録します。
ワンパス CBR，ワンパス VBR，VBR解析パスでは既存のビデオ情報
ファイルを参照せず，常にビデオ情報ファイルは再作成されます。マル
チパス CBR，マルチパス VBR では，既存のビデオ情報ファイルを参
照して，より高画質なエンコードがなされ，さらに，ビデオ情報ファイ
ルには新たなパスで得られた情報を書き込みます。
下記の点には注意が必要です。

• マルチパス CBR，マルチパス VBR で参照するビデオ情報ファ
イルが存在する場合はそのファイルを参照してエンコードが行わ
れます。存在しない場合，自動的に以下のパスが設定され，これ
が最初に実行されます。

– マルチパス CBRの場合は同一の平均ビットレートを持った
ワンパス CBRが実行されます。

– マルチパス VBRの場合は同一の平均ビットレートを持った
VBR解析パスが実行されます。

• マルチパスCBR，マルチパスVBRで参照するビデオ情報ファ
イルは，作成時と異なったソースファイルに適用しないでくださ
い。異なったファイルに使用すると非常に大きな問題が発生し，
一般的にエンコード中にエラーを発生して止まりますが，最後ま
でエンコードできた場合もストリームの品位は著しく悪いものに
なっています。新たなエンコードをする場合は，過去に異なった
入力映像で作成された同一フォルダ，同一ファイル名のファイル
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が存在しないか充分に注意してください。
• いったんワンパス CBR，ワンパス VBR，VBR解析パスのいず
れかを用いてビデオ情報ファイルを作成すれば，いつでもマルチ
パス CBR やマルチパス VBR を行うことができます。ただし，
ビットレート設定が著しく異なる場合は最初のパスでの画質は
やや低下することがあるので，マルチパス CBR やマルチパス
VBRは 2回以上のパスを実行されることをお勧めします。

• ビデオ情報ファイルはコーディング・フレーム単位にフレームの
タイプ（I，Pまたは B) を伴って映像の情報を記録します。この
ため，出力ストリームのピクチャのタイプが異なる下記の設定を
変える場合はいったんビデオ情報ファイルを削除して，最初のパ
スからやり直してください。

– セグメントの設定
– 逆 3:2プルダウンの設定

• 以上は他社エンコーダと Cinema Craft Encoder SP3が大きく異
なる部分です。これまで他社エンコーダをお使いの場合は，特に
注意してください。
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第 4章

メイン ウインドウ

Cinema Craft Encoder SP3 を起動したときに表示されるウィンドウ
をメイン ウィンドウと呼びます。

メイン ウィンドウは 3つのペインに分かれています。最初に左のペ
インにエントリーを登録します。
左のペインの一つのエントリーが一つのMPEGファイルのエンコー

ド設定情報を保持しています。つまりエンコードするためには少なくと
も左のペインに一つのエントリーが必要です。
左のペインにエントリーを追加したら，次に右上のペインにソース

ファイルを登録します。ソースファイルは複数個登録できますが，それ
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ぞれのソースファイルは同じファイル形式で，かつ同じ解像度を持つも
のでなければなりません。
右上のペインに登録したそれぞれのソースファイルについて，マー

カーを指定することができます。マーカーのリストは右下のペインの左
側に表示されます。指定された最初のマーカーがエンコード開始フレー
ムに，最後のマーカーがエンコード終了フレームになります。（最後の
マーカーで指定したフレームはエンコードされません。）マーカーの設
定については以下のセクションで説明します。
右下のペインの右側にはエンコード時に使用するパラメータを設定し

ます。パラメータの詳細情報については後のセクションで詳しく説明し
ます。

4.1 エントリーの追加と削除
エンコードファイルのエントリーを追

加するには，左のペイン上でマウスを右
クリックし，新しい項目... を選択しま
す。その後，表示されたウィンドウ上で
エントリーの名前を入力し，テンプレー
ト設定の中から一つを選択し，OKボタ
ンを押します。
新しい項目... の代わりにソースを追

加...を選択すると，エントリーの追加と
ソースファイルの追加をいっぺんに行う
ことができます。
エントリーを削除するには，削除した

いエントリーを選択し，Deleteキーを押
します。
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カスタム テンプレート

エントリー追加の時に，ユーザーが自分で指定したカスタム テンプ
レートを選択することができます。カスタム テンプレートは以下の手
順で設定します。

1. メイン ウィンドウ上でファイルの出力先，ビデオ設定，オーディ
オ設定，MPEG設定を行った後，保存...ボタンを押して，設定
を XML形式で保存します。

2. 左のペイン上でマウスを右クリックし，新しい項目...を選択しま
す。カスタム 1 からカスタム 8 までの項目があるので，いずれ
かの項目の右側にあるボタンをクリックします。

3. カスタムテンプレートというウィンドウが開くので，そこのファ
イルのところに 1. で保存した設定ファイルを指定します。名
前のところにはファイル名が自動的に設定されますが，これは変
更可能です。

4. OKボタンを押し，カスタム テンプレートウィンドウを閉じます。
5. 設定した項目が選択可能になるので，その項目を選択します。

設定した項目を削除したい場合は，名前を削除してください。

4.2 ソースファイルの追加と削除

ソースファイルを追加するには，左のペイン上のエントリーを一つ
選択した後，右上のペイン上でマウスを右クリックし，追加... を選択
します。エクスプローラからソースファイルをドラッグすることもでき
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ます。
ソースファイルをリストから削除するには，削除したいソースファイ

ルを選択後，Deleteキーを押します。

4.2.1 ソースファイルの情報

登録したソースファイルの解
像度や長さについての情報を表
示することができます。ソース
ファイルの情報を見るには，リ
スト上からソースファイルを選
択し，右クリックしてファイル
情報... を選択します。

4.2.2 ソースファイルの画像表示

ソースファイルの画像を表示するには，ソースファイル リストから
表示したいソースファイルを選択し， ボタンまたは ボタンを押
します。 ボタンで静止画再生， ボタンで動画再生ができます。
またキーボード フォーカスが現在の位置または現在の TCにあると

きに，Sキーを押すと静止画ビューワーの開閉が，Ctrl+Sキーを押すと
動画ビューワーの開閉ができます。

ソースファイルの画像のシーク

ソースファイル画像をシークするには何通りかのやり方があります。

• スライダーを動かす
メイン ウィンドウ上のスライダーを左右に動かすことによって
表示するフレームを変えます。
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• ツールバー ボタンを使う
メイン ウィンドウ上のツールバー ボタンを使って動画像の再生
やフレームの移動ができます。

ボタン 動作
先頭のフレームを表示します。
早戻しします。
逆方向に等速再生します。
一つ前のフレームを表示します。
再生を停止します。
一つ後のフレームを表示します。
順方向に等速再生します。
早送りします。
最後のフレームを表示します。

• 直接指定する

メイン ウィンドウ上のスライダーの下にある現在の位置または
現在の TCのフィールドに直接フレーム番号またはタイムコード
を入力し，エンターキーまたはタブキーを押します。

• 矢印キーや Page Up, Page Downキー等を使う
メイン ウィンドウ上のスライダーの下にある現在の位置または
現在の TCのフィールドをクリックし，上下の矢印キーや Page

Up, Page Downキー，F キーや Bキーを押します。キーボード
フォーカスが現在の位置または現在の TCのフレームの上にある
ときは，次ページのようなキーコンビネーションが使えます。
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キー 動作
上矢印キー 1フレーム進む
下矢印キー 1フレーム戻る

Fキー 1フレーム進む
Bキー 1フレーム戻る

Ctrl+Fキー 10フレーム進む
Ctrl+Bキー 10フレーム戻る

Ctrl+Shift+Fキー 100フレーム進む
Ctrl+Shift+Bキー 100フレーム戻る

Shift+Fキー 1000フレーム進む
Shift+Bキー 1000フレーム戻る
Page Upキー 10フレーム進む

Page Downキー 10フレーム戻る
Ctrl+Page Upキー 100フレーム進む

Ctrl+Page Downキー 100フレーム戻る
Ctrl+Shift+Page Upキー 1000フレーム進む

Ctrl+Shift+Page Downキー 1000フレーム戻る
Shift+Page Upキー 10000フレーム進む

Shift+Page Downキー 10000フレーム戻る

4.3 マーカーの追加と削除

マーカーを追加するには，右上のペイン上でソースファイルを一つ選
択し，目的のフレームに移動して M キーを押します。
マーカーを削除するには，削除するマーカーを選択して Delete キー

を押します。
少なくとも 2つのマーカーが必要です。一つはイン点用，もう一つは

アウト点用です。
それぞれのマーカーのエントリーにあるチェックボックスを選択する
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と，そのフレームは Iフレームとしてエンコードされます。
マーカーリストはファイルに保存したり，ファイルから読み込んだり

することもできます。
一つのエントリーにソースファイルが 2つ以上指定されている場合，

マーカーリストは上下に 2つ表示されます。上に表示されるのがソース
ファイルごとのマーカーリスト，下に表示されるのが全体のマーカーリ
ストです。それぞれのマーカーリストはタイムコードのオフセットが異
なります。ソースごとのマーカーリストでは，ソースファイルのファイ
ル情報のところで指定されたタイムコードが，全体のマーカーリストで
は，メインウィンドウ上で指定されたタイムコードがオフセットとして
使用されます。

マーカーリスト上のアイテムをダブルクリックすると，ウィンドウが
開き，セグメント，画質，エフェクトの指定ができます。セグメント，
画質，エフェクトを指定するには，指定したい項目のチェックボックス
をチェックし，コンボボックスから一つ選択します。ここで指定した項
目は，後のマーカーで他の項目が指定されるまで有効です。たとえば最
初のマーカーの画質の項目で Animation 3: Normal を選び，他のマー
カーで何も指定しなかった場合は，全てのフレームに対して Animation

3: Normalが適用されます。
セグメント，画質，エフェクトの設定については，それぞれ第 5 章

セグメントの設定，第 6章 フィルタなど画質の設定，第 7章 映像に対

する効果の設定 をご覧ください。
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4.4 エンコード パラメータの設定

エンコード パラメータの設定の画面は，いくつかのパートに分かれ
ています。ここではそれぞれのパートごとに説明します。

4.4.1 出力ファイルの指定

出力ファイルのファイル名を指定します。出力ファイルには以下のも
のがあります。

• ビデオファイル
出力するMPEG Videoファイルを指定します。ビデオファイル
名を変更すると，中間ファイルやビデオ情報ファイルなどの他の
出力ファイルも自動的に変更されます。出力先フォルダーについ
ても出力フォルダーを固定する (p. 80) になっていない限り，自
動的に変更されます。

• 中間ファイル
中間ファイルを指定します。このファイルはマルチパス エン
コード時に使用するファイルです。（このファイルがなくてもマ
ルチパス エンコードはできます。）このファイルが指定された場
合，Cinema Craft Encoder SP3 は最初のパスのエンコード時に
このファイルを作成し，2パス目以降はソースファイルの代わり
に，このファイルからデータを読み込みます。元素材がHDのと
きなどは，中間ファイルを使用するとエンコード時間が短縮され
ます。ただし中間ファイル用に余分のディスクスペースが必要に
なります。

• ビデオ情報ファイル
ビデオ情報ファイルを指定します。このファイルはマルチパス
エンコード時に必要なファイルです。マルチパスでエンコードす
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るのでなければ指定しなくても構いません。
• プルダウン情報ファイル
プルダウン検出の時に使用するファイルです。精度の高い逆 3:2

プルダウンをしたいときに指定します。
• オーディオファイル
出力するオーディオファイルを指定します。オーディオファイル
が必要なときに指定します。

• ログファイル
エンコードのログを出力するファイルです。必要に応じて指定し
ます。ログファイルを指定したときは，同時にログレベルも指定
します。ログレベルは 1 から 4 までです。数字が大きいほど詳
しいログを出力します。

タイムコードの指定

出力ファイルを指定する場所のすぐ下にタイムコードを指定するとこ
ろがあります。ここで指定したタイムコードは出力される MPEGファ
イルの最初のフレームのタイムコードになります。

4.4.2 オーディオ パラメータの設定

出力するオーディオファイルについてのパラメータを設定します。

フォーマット

オーディオファイルの出力形式を指定します。

• Wave

Windowsで一般的に使用されるファイル形式です。
• AIFF

Mac OSで一般的に使用されるファイル形式です。
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• MPEG-1

MPEG-1 Audio Layer II形式です。これを指定したときは CRC

（巡回冗長検査）情報を付加するかどうかの指定も同時にします。

Waveファイルまたは AIFFファイルを選択した場合，PCM情報が
そのまま出力されます。圧縮の指定はできません。

チャンネル

ステレオまたはモノラルの指定をします。MPEG-1 Audioを選択し
たときは，ジョイントステレオと音声多重も指定できるようになりま
す。MPEG-1 Audioではジョイントステレオがよく使われます。

サンプリング周波数

出力時のサンプリング周波数を 48000Hz, 44100Hz, 32000Hz の中
から一つ選びます。このうち DVD 用に使用できるのは 48000Hzだけ
です。

データレート

フォーマットにMPEG-1 Audioを指定したときに設定します。デー
タレートが高いほど音質が良くなりますが，ファイルサイズも大きくな
ります。

データサイズ

出力されるオーディオファイルの大きさが表示されます。値を変更す
ることはできません。

追加のデータ

通常は TC inから TC outまでのオーディオデータを出力しますが，
ここで 1以上の値を設定することで，オーディオデータを長めに出力で
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きます。
例えばオーディオファイルを後でAC-3などに変換する場合，ビデオ

フレームと AC-3のアクセス単位が一致しないため，変換ファイルの再
生時間長はオーディオサンプル単位で一致させることができません。こ
のようなときは，オーディオが TC out までしか出力されていない場
合，変換ファイルはオーディオのほうがやや短めになってしまいます。
ここで長めに出力するように設定しておくと，変換ファイルを TC out

以降までの長さを持つようにすることができます。
ビデオ，オーディオ共に追加のデータを指定した場合，オーディオは

ビデオが終わってからのフレーム数となります。例えばビデオに 3 を
オーディオに 5を設定した場合，8フレーム余分に出力されます。

4.4.3 ビデオ パラメータの設定

MPEGモード

• MPEG-2

MPEG-2 形式でエンコードします。MPEG-1 よりも画質的に
優れていますが，再生するためにはMPEG-2デコーダ（ソフト
ウェア DVDプレーヤ等）が必要です。インターレースされた動
画像のエンコードに向いています。

• MPEG-1

MPEG-1形式でエンコードします。MPEG-1ファイルはWin-

dowsに標準で付属しているメディアプレーヤで再生することが
できますが，画質はMPEG-2に劣ります。MPEG-1はインター
レースに対応していません。

• DVD

DVD Videoに準拠したストリームを生成します。ビットレート
の最大値は 9.8Mbpsに制限されます。
*注意*
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VBRの場合，ストリームに書かれるビットレートの最大値は設
定値によらず 9.8Mbps に固定されます（実際のストリーム出力
は設定ビットレートに制限されています）。VBR ストリームに
書かれるビットレートは出力されるビットレートの最大を宣言す
る決まりであり，DVD Video では Cinema Craft Encoder SP3

のこのふるまいは完全に規約に準拠しています。このような振る
舞いは，エンコーダにとってビット配分の自由度を最大にするこ
とが目的であり，結果的に高画質を実現しやすくなっています。
MPEG2で VBRストリームのビットレート情報を実際に使われ
ている（典型的には 9.8Mbpsより小さい）値で記述することは，
デコーダの再生でデータ到着から再生までのディレイを短くし，
例えば TV 会議システムなど，リアルタイムでエンコード・デ
コードがなされる場合に応答性を良くする目的があります。よっ
て DVDを作成する場合にはまったく必要性はありませんが，他
の目的で設定最大ビットレートをストリ－ムに記述したい場合に
は DVDの代わりにMPEG-2を選択してください。

• SVCD

Super Video CD と互換性のあるプログラム ストリームを出力
します。ソースファイルの解像度（フレームサイズおよびフレー
ムレート）が SVCD の規格に合わない場合，自動的に変換され
ます。また，オーディオのサンプリング周波数は 44,100Hzで出
力されます。

• VCD

Video CD と互換性のあるシステム ストリームを出力します。
ソースファイルの解像度（フレームサイズおよびフレームレー
ト）が VCDの規格に合わない場合，自動的に変換されます。ま
た，オーディオのサンプリング周波数は 44,100Hz で出力され
ます。
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TVシステム

NTSC, PAL, Otherの中から一つ選択します。

ビットレート タイプ

1パス CBR, 1パス VBR, VBR 解析パス, マルチパス CBR, マルチパ

ス VBR の中から一つ選びます。それぞれのタイプについてはエンコー
ド モード（p. 15）を参照してください。

データサイズ

出力されるビデオファイルの大きさが表示されます。この値を変更す
ると平均ビットレートが自動的に再計算されます。

追加のデータ

TC out以降，TC out直前の 1フレームを指定されたフレーム数だ
け繰り返してエンコードします。繰り返しはフィールド（トップまたは
ボトム）あるいはフレーム（両方）を選択します。

ストリーム タイプ

エレメンタリーはビデオのみ，プログラムはビデオとオーディオを含
んだストリームです。

フレームサイズ

出力するフレームサイズを設定します。縦横とも 16の倍数で設定し
てください。16 の倍数でない値が設定された場合は，自動的にフレー
ムサイズが変更されます。
また，DVDが選択されている場合，横の値は 704または 720のどち

らかを設定してください。
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フレームレート

出力するフレームレートを選択します。
レート変換を選択してフレームレート変換を行う場合は，フレーム

数の増減が行われます。レート変換を外してフレームレート変換を行う
と，フレームの総数を変えません。結果的に再生速度（時間）が変わる
ことになります。この場合，オーディオと同期を取るためには，サンプ
リング周波数の設定時にレート変換を選択してください。

データレート

選択されているエンコードモードにより，ビットレート設定項目が異
なります。各モードに必要な設定項目は以下のようになります。

エンコードモード 平均 最小 最大 Q

MPEG-2/DVD (1パス VBR) - ○ ○ ○
MPEG-2/DVD (1パス CBR) ○ - - -

MPEG-2/DVD (マルチパス CBR) ○ - - -

MPEG-2/DVD (マルチパス VBR) ○ ○ ○ -

MPEG-2/DVD (VBR 解析パス) ○ ○ ○ -

MPEG-1 ○ - - -

SVCD ○ - - -

VCD - - - -

平均，最小，最大，Qはそれぞれ平均ビットレート，最小ビットレー
ト，最大ビットレート，量子化係数を表します。

アスペクト比

横と縦の比を設定します。
DAR (Display Aspect Ratio) は，フレームの横と縦の比を表しま

す。設定できる値は 4:3, 16:9, 2.21:1です。4:3は一般的なテレビモニ
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タで採用されているアスペクト比です。映画などのフィルム素材のよう
に横長に画面が構成されている場合は 16:9を選択します。

SAR (Sample Aspect Ratio) はピクセルの横と縦の比です。SAR

1:1を選択すると，入力素材のフレームサイズの横と縦の比と同じにな
ります。

DVD プレーヤなどの MPEG-2再生装置は，ここで設定した値に合
わせアスペクト比を補正してテレビモニタに出力します。フレームサイ
ズ変換が行われるわけではありませんのでご注意ください。

プルダウン

プルダウンまたは逆プルダウンが必要なときは，適切なものを選択し
てください。

デインターレース

エンコードしたファイルをテレビではなく PC のモニタで再生する
場合は，デインターレースを選択しておくと，動きのある物体のギザギ
ザが目立たなくなります。

ボブ

インターレースされたフレームをフィールドに分け，フィールドごと
にリサイズし，別フレームとして出力します。フレーム数は元の倍にな
ります。
この設定はプログレッシブモニターでフィールドオーダーを調べるた

めに使います。フィールドオーダーが正しくないときにボブでエンコー
ドすると，再生した映像がぎくしゃくした動きになります。この場合は
トップフィールド (p. 41) かオフセットライン (p. 41) の設定を変えて
ください。
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4.4.4 リサイズ設定

メインウィンドウ内のフレー
ムサイズを設定するところにあ
る設定...ボタンを押すとリサイ
ズ設定ウィンドウが表示されま
す。
このウィンドウ内でリサイズ

時の補間方法を指定します。同
時にクロッピングとパディング
の設定もここで行います。

補間方法の選択

エンコード時にリサイズを行う場合に使用する補間方法を選択しま
す。選択できる補間方法は以下の通りです。

• 最近傍
• 線形補間
• 3次補間

• Bスプライン補間

• キャットムル –ロム スプライン補間

• ランツォシュ窓による補間

補間方法の違いにより，エンコード結果に大きな差が出ることがあ
ります。長いファイルをエンコードする前に，短いファイルを使って，
それぞれの補間方法ごとの画質の違いを確認しておくことをお勧めし
ます。
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アンチエイリアシング設定

リサイズ時に発生するエイリアシングを目立たなくします。画像が多
少ぼやけますが，その分エンコード時の歪みも少なくなります。初期設
定ではオンになっています。

プログレッシブ設定

ソースがインターレースかプログレッシブかによって，リサイズ時の
補間方法を変える必要があります。ソースがプログレッシブの時はプロ
グレッシブを選択しておきます。

クロッピング

ソース画像のフレームの上下左右を切り取ってエンコードする場合に
クロッピング機能を使用します。指定はピクセル単位で行います。

パディング

エンコード結果のフレームの上下左右に黒い領域を挿入する場合にパ
ディングの機能を使用します。指定はピクセル単位で行います。

反射

ソースの画像を上下反転させたり，左右反転させたりすることができ
ます。

4.4.5 MPEGパラメータの設定

GOP: N, M

GOPの構造を指定します。Nは Iフレーム間のピクチャ数，Mは I

または Pフレーム間のピクチャ数を表します。

*注意*
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• Nの最大は 15ですが，実際には表示時間において 0.5秒以内の
フレーム数になるように自動的に抑制されます。設定によらず，
NTSC でインターレースモードのときは 15，逆 3:2 プルダウ
ンを指定した場合には 12が，PALの時は 12に抑制されます。

• I フレームの自動挿入をしないが選択されていない場合，自動
シーン・チェンジ検出が有効になり，N は最大値として扱われ
ます。

• GOP構造を固定にするが選択されていない場合，適応的 GOP

構造機能が有効になり，Mの値は最大値として扱われます。

DVDビデオ マルチアングル

マルチアングルを組むためのストリームを生成します。
下記を全て指定することと同じ働きがあります。

• Iフレームの自動挿入をしない
• 全ての GOPを閉じる
• それぞれの GOPのビット長を同じにする
• GOP構造を固定にする

これらはいずれも設定により画質の低下を伴う設定です。必要な場合
にのみ指定することに注意してください。

Iフレームの自動挿入をしない

自動シーン・チェンジ検出を無効にします。設定により多少なりとも
画質は低下します。必要な場合のみ設定してください。

全ての GOPを閉じる

全ての GOPを閉 GOPとして構成します。閉 GOPとは GOP内の
Bピクチャが，他の GOPを参照しない構成です。設定により多少なり
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とも画質は低下します。必要な場合のみ設定してください。

それぞれの GOPのビット長を同じにする

CBR 動作時，多少であってもビットレート変動を認めず，全ての
GOPが，完全に固定のビットレートを持つべきことを指定します。設
定により多少なりとも画質は低下します。必要な場合のみ設定してくだ
さい。

GOP構造を固定にする

適応的GOP構造機能を無効にします。設定により多少なりとも画質
は低下します。必要な場合のみ設定してください。

GOPは必ず Bフレームを含む

演算精度の低いデコーダにおいて，GOP内での Pフレームの数が多
い場合には再生結果に異常が発生する可能性が高くなります。Bフレー
ムのない GOPではこのような問題が発生しやすく，このような GOP

の発生を抑制します。

量子化行列を途中で変えない

ストリーム全体で同じ量子化行列の使用を強制します。

• セグメントの設定でセグメントごとに量子化行列を設定できます
が，量子化行列を途中で変えないを設定すると最初のセグメント
以外の量子化行列設定以降は無視され，常に最初に使われた量子
化行列が使われます。

• セグメントの設定で，適応的量子化行列の設定がありますが，
適応的量子化行列の設定は無視され，ここでの設定が優先され
ます。
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設定により多少なりとも画質は低下します。必要な場合のみ設定して
ください。

セグメント内で同一の量子化行列を使う

閉 GOP単位で同じ量子化行列の使用を強制します。

• セグメントの設定で，適応的量子化行列の設定がありますが，適
応的量子化行列の設定が適応的になっている場合，通常は GOP

単位で量子化行列を制御します。セグメント内で同一の量子化行
列を使うを指定すると，下記のような動作をします。

– ワンパスCBR，ワンパスVBR，VBR解析パスでは，セグメ
ントの設定で指定された量子化行列をそのまま使用します。
この時点で適応的は機能していません。注意してください。

– マルチパス CBR，マルチパス VBR では，量子化行列の制
御は GOP単位ではなく，閉 GOPを構成する一連の GOP

単位での制御になります。
– CBRであっても量子化行列の制御を閉 GOP単位で行う場
合，マルチパス CBRを使用することが必要になることに注
意してください。

設定により多少なりとも画質は低下します。必要な場合のみ設定して
ください。

シーケンスエンドコードを付ける

シーケンスエンドコードをストリームの最後に付加します。シーケン
スエンドコードが付加されていないストリームでもDVDを含むほとん
どの応用に使用できますが，慣習として通常は付加します。
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最後のフレームを Iフレームにする

最後のフレームを Iフレームにします。最後の GOPは単独の I フ
レームとして構成され，通常，このフレームの品位は他のGOPと比較
して著しく悪くなります。通常は使用しないでください。

プログレッシブ/インターレースの切り替えを極力減らす

インターレースとプログレッシブの切り替え時にノイズを発生する
DVDプレーヤーがあります。この設定を有効にすると，できる限りイ
ンターレースとプログレッシブの切り替えの頻度を少なくします。
ただし逆 3:2プルダウンを使用する場合，完全に切り替えを抑制する

ことは出来ません。エンコーダーはインターレースとしての映像は，必
ずインターレースとして扱わなければいけません。そうしない場合，多
くの DVD プレーヤーで別の問題が生じます。また逆 3:2プルダウン
を使用して，再生時に 3フィールドとして表示するピクチャは必ずプロ
グレッシブとして扱う決まりもあり，結果的に全てのケースで切り替え
を抑制することはできません。

開 GOPの最大長

閉 GOPとして構成される長さを制約し，設定時間内でセグメントを
構成することを強制します。ビットレートの部分更新で更新単位を短
めに確保する場合などに利用します。通常，シーンチェンジごとに Iフ
レームが挿入されますが，Iフレームの自動挿入をしないを有効にしな
い場合であっても，素材のシーンのつなぎ目が全てクロスフェードなど
で構成されている場合にはストリームの全てが全部開GOPで構成され
る場合があります。この場合はストリームの全てが単一のセグメントと
して構成されるため，ビットレートの部分更新機能が使いにくくなりま
す。ここで最大時間を設定しておくと，ビットレートの部分更新機能が
使いやすくなります。極端に短い設定では画質は低下します。最低でも
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60秒程度を指定してください。

USCCの大きさ

USCCとは United States Closed Caption のことで，米国で Closed

captionを含む DVDを作成する場合にこの機能を使用します。Cinema

Craft Encoder SP3は GOPヘッダのあとに，情報を記述するためのス
ペースを空けておきます。わずかですが，有効ビットレートが下がるよ
うな働きがあるので，USCCを使わない場合は設定する必要はありませ
ん。また，USCCの大きさを設定し，結局 USCCを使わないこともで
き，その場合もストリームは規約に準拠しています。

トップフィールドファーストで出力する

フィールドオーダーの設定をします。ここを選択するとトップフィー
ルド ファーストで出力します。選択されていなければ，ボトムフィー
ルド ファーストで出力します。この設定はMPEG-2形式のファイルを
出力する場合のみ有効です。
この設定はソースファイルのフィールドオーダーと一致させる必要は

ありませんが，フィールドオーダーを正しく出力するためにはオフセッ
トラインの値に注意する必要があります。以下の条件を満たすように設
定してください。

• ソースと出力ファイルのフィールドオーダーが同じ場合
オフセット ラインの値を 0（または偶数）に設定する。

• ソースと出力ファイルのフィールドオーダーが異なる場合
オフセット ラインの値を 1（または奇数）に設定する。

オフセットライン

ビデオの素材をエンコードするときに何ラインめからエンコードする
かを指定します。
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この値はMPEG-2形式のファイルを出力する場合，フィールドオー
ダーに影響を与えます。もしこの設定が間違っていた場合，再生したビ
デオの動きがぎくしゃくするので注意が必要です。詳しくは先述のトッ
プフィールドファーストで出力するを参照してください。

輝度レベル

Cinema Craft Encoderは，内部的に YUY2 形式のピクセルフォー
マットを使います。入力ファイルが RGB の場合 Y CbCr へ色空間の変
換を行いますが，この際に使用する輝度変換の計算式を指定します。

ITU-R BT.601*1では輝度の範囲は 16から 235と指定されています
ので，通常は 16から235を選択してください。

� ただし，使用しているコーデックが既に 16 - 235に変換したデー
タを Cinema Craft Encoderへ渡すものである場合，16 - 235を
選択すると二重に変換されることになり画質が劣化します。ソー
スファイルの真っ白または真っ黒の部分をエンコードしてみて色
がおかしいようでしたら，0 - 255を選択してください。

■“16 - 235”を指定した場合

RD = 219R + 16 × 256
GD = 219G + 16 × 256
BD = 219B + 16 × 256

Y =
77RD + 150GD + 29BD

216

CR =
131RD − 110GD − 21BD

216
+ 128

CB =
−44RD − 87GD + 131BD

216
+ 128

*1 アナログビデオ信号をデジタル変換する際のデータフォーマット形式を規定した国
際規格です。
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■“0 - 255”を指定した場合

Y =
77R + 150G + 29B

28

CR =
131R− 110G − 21B

28
+ 128

CB =
−44R − 87G + 131B

28
+ 128

いずれの場合も，割り算の結果の小数点以下は切り捨てられます。

パケットサイズ

プログラムストリームを作成する場合のパケットサイズは標準で
2048バイトですが，この値は変更することができます。

4.5 設定の保存と読み込み

エンコード パラメータはファイルに保存したり，ファイルから読み
込んだりすることもできます。保存したり読み込んだりするときは，保
存...ボタンと読み込み...ボタンを使用します。
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第 5章

セグメントの設定

メイン ウィンドウのウィン
ドウメニューからセグメント設
定...を選択するとこの画面が表
示されます。

5.1 セグメント

Cinema Craft Encoder SP3 では閉 GOP を構成する区間をセグメン
トと呼んでいます。

• セグメントの場所の指定は Iフレームを挿入する場所であると考
えることもでき，DVDのチャプタとなるポイントをストリーム
に設定することが最も主要な目的です。

• セグメント単位で，量子化行列などエンコーダの振る舞いをいく
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つか設定できます。
• 部分エンコード機能（既存のストリームに部分的に上書きするよ
うな形でエンコードする）のエンコード単位にもなります。

5.2 設定の追加，変更，削除

設定を変更した後，画面上部の保存...ボタンを押すと，設定が保存さ
れます。削除ボタンを押すとリストから削除されます。

5.3 設定値の詳細

• イントラブロック DC精度
イントラブロックの DC 精度を指定します。10ビットは動きの
穏やかな映像向きで，8ビットは動きの激しい映像に向いた設定
ですが，DVD 作成の際は，通常は 10 ビットを指定してくださ
い。非常に激しい動きの映像で相対的に非常にレートが低い場合
は，9ビット，8ビットを指定して画質を改善できる場合もあり
ます。

• 量子化スケール
量子化スケールの種類を設定します。後述の量子化行列を固定に
設定している場合は特別な理由がない限り非線形を設定してくだ
さい。適応的の場合は，どちらでも使用することができます。こ
の場合は設定値による画質に対する影響は少ないです。

• 量子化行列
適応的は適応的量子化行列機能が有効になります。固定の場合は
適応的量子化行列機能を禁止します。適応的量子化行列機能は，
量子化行列を途中で変えない，セグメント内で同一の量子化行列
を使うの影響を受けます。詳細はそれらを参照してください。
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• 量子化行列の要素
イントラ/ノンイントラそれぞれ，8× 8で並んでいる行列に直接
値を設定してください。設定できる値は 8..99です。設定する値
に関しては他の専門書を参考にしてください。

• 量子化行列設定のその他の機能
記憶，呼び出しはメモリ中にメモとしてお使いください。読込...，
保存...で量子化行列をファイル化し保存することもできます。

• 作成済みの量子化行列
いくつかの量子化行列が標準で用意されています。

– MPEG標準
特に高精細でなく，比較的緩やかな動きの映像に向きます。

– 自然 1

比較的ユニバーサルに使えます。Cinema Craft Encoder SP3

のデフォルトです。
– 自然 2

自然 1 に比較するとやや高精細で穏やかな動きの映像に向
きます。自然映像ではこちらのほうが自然 1 より向いてい
る場合もあります。

– CG 1

CG映像は，自然映像と違いテクスチャそのものは滑らかで
輪郭部分に情報が集中している場合があります。このような
映像に向きます。

– CG 2

CG 1よりさらに極端な設定がなされています。滑らかな映
像で，設定ビットレートまで出力があがりきらない場合に使
用します。

• 量子化行列設定時の注意
マルチパス VBR 動作時，Cinema Craft Encoder SP3 は映像の
複雑さに合わせてビット配分を行います。このとき，ストリーム
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の全ての部分が同じ量子化行列を持つと仮定して，ビット配分を
行います。マルチパスVBR動作時，および，マルチパスVBR

動作で参照するビデオ情報ファイルを作成するときは，ストリー
ムの全てで，同じ量子化行列を設定してください。部分的に量
子化行列を変更するような設定では，その部分の Cinema Craft

Encoder SP3による自動的なビット配分は適切でない場合があ
ります。この場合，設定を変更した部分は手動でビットレートを
個別に指定することを前提にしてください。

5.4 設定値のロードとセーブ

保存...，読み込み...ボタンを使って設定値をファイル化したり，読み
込んだりできます。
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第 6章

フィルタなど画質の設定

メインウインドウのウィンド
ウメニューから画質設定...を選
択するとこの画面が表示されま
す。ここでは画質に関する設定
をまとめてあります。

6.1 設定の追加，変更，削除

設定を変更した後，画面上部の保存...ボタンを押すと，設定が保存さ
れます。削除ボタンを押すとリストから削除されます。
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6.2 設定値の詳細

6.2.1 フィルタの設定

フィルタの設定は設定項目が多く複雑に見えますが，以下を理解すれ
ばそんなに複雑でないことが理解できるはずです。フィルタは線形と非
線形があり，それらが，Y（輝度）と C（色差），水平と垂直のそれぞ
れ，計４つを独立して指定できます。

線形フィルタ

線形フィルタは低域フィルタ（高域カットフィルタ，以下 Low pass

filter – LPF) と，高域強調フィルタ（以下 High gain filter – HGF) で
構成されます。

LPFは設定周波数よりも低い帯域を通過させ，それ以上の高域を減
衰させる働きがあります。フィルタを強くかけると映像がぼやけた感じ
になります。

HGFは設定周波数よりも低い帯域には影響を与えず，それ以上の高
域を増強させる働きがあります。フィルタを強くかけると映像はエッジ
が強調されたギラギラした感じになります。
それぞれのフィルタの設定はカットオフ周波数と，スロープの設定で

行います。周波数の設定は左側の数値に 1..50の値で設定します。小さ
い値を設定するとより低域を指定したことになります。スロープ設定が
100の場合に 6db (1/2 倍，あるいは 2倍）になる周波数の値が設定さ
れます。スロープの設定は右側の数字に 0..200の値で設定します。値
を小さくすると減衰傾度がゆるやかに，大きくすると鋭くなります。現
在の設定の様子はグラフで確認することができます。グラフの横軸は周
波数が，縦軸はゲインが表示されます。現在のマウスカーソルの位置の
ゲイン値を表示することができます。また，グラフの縦軸は線形スケー
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ルと対数スケールで選択することができます。

非線形フィルタ

このフィルタは Cinema Craft Encoder SP3独自のものです。エッジ
成分のシャープさを保ちながらテクスチャ領域を検出して作用し，ざら
つきを軽減するフィルタです。設定できる範囲は 1 から 64 までです。
値を大きくするとテクスチャ領域の検出域を拡大します。

フィルタ設定のヒント

• 線形フィルタはモスキート・ノイズを低減する目的で使うことが
一般的です。
通常使われるような量子化行列では圧縮をかけた後の映像は高
域に向けて大きなノイズを含みます。高域成分が多く含まれる部
分に特に強くノイズが感じるのがモスキート・ノイズです。この
ような高域をあらかじめフィルタで削っておくことで，モスキー
ト・ノイズのかわりに自然なボケを生ずるようにひずみの性質を
ある程度転換することができます。上記の説明でわかるとおり，
この目的には LPFを主に用います。LPFは高域にしか作用しな
いので高域成分を多く含む映像を見ながら値を設定します。

• 線形フィルタでモスキート・ノイズを減らすにはスロープを鋭く
することが効果的です。しかし，線形フィルタのスロープを鋭く
すると輝度差の激しくクッキリしたエッジ部分でオーバーシュー
トやリンギングによるノイズを発生する場合があります。グラフ
やデコード映像を確認しながらフィルタの値を設定してくださ
い。例えば 200を設定するよりは，120..150程度を設定し，周波
数をやや下げたほうが良い結果をもたらすことは多くあります。

• 非線形フィルタは線形フィルタと反対にエッジには効きません。
このフィルタは微小な凹凸を低減することで，見た目にあまり
フィルタがかかっていない（高域が残っている）感じを保ちな
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がらノイズを低減し，S/N感をあげる目的で設定されています。
うまく設定するとビットレートをややあげたような効果があり
ます。

• インタレース素材に対する垂直フィルタは注意が必要です。
線形フィルタはインタレースではフィールド映像として作用し，
プログレッシブではフレーム映像として作用します。このため，
インタレース素材に対する線形フィルタの垂直は非常にかかり
が鋭くなっています。あまり強く作用させることはお勧めできま
せん。
非線形フィルタはインタレースでもプログレッシブでもフレーム
映像として作用します。このため，強く作用させると動きがやや
ギクシャクします。

• 自然映像と CGなどでは映像の特性は大幅に異なります。
一般に自然映像は非常にシャープなエッジは少なく，特に色差は
あまり輪郭情報をもっていません。輝度に対して色差をやや強く
フィルタリングしても大きな問題はなく，むしろ望ましい設定で
す。CGなどではエッジはシャープであることが多く，色差も多
くの輪郭情報をもっています。輝度に対しても色差に対しても弱
めの設定をしてください。

6.2.2 量子化特性

映像の性質に応じて，どのような部分のひずみを少なくするかを設定
します。それぞれの設定値の値を指定できる範囲は 0 から 100 までで
す。最適な値は映像やビットレートによって大きく異なりますが，16

から 64程度を目安に設定してください。それぞれの値は，映像の複雑
度に対して相対的に高いビットレートのとき（全体にひずみが少ない場
合）は大きめの値を設定し，相対的に低いビットレートのとき（全体に
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ひずみが多い場合）は小さめの値を設定することでよい結果が得られる
場合が多くなるように設計されています。

• 活動度
画像の平坦な部分と複雑な部分に割り振るビット量のバランス
を指定します。0に近づくと複雑な部分に多くのビットが割り当
てられます。100に近づくと平坦な部分に多くのビットが割り当
てられます。値を小さくするとモスキート・ノイズ（エッジ部に
沿ってもやもやとした感じのノイズ）が目立たなくなり，代わり
にコンタリング・ノイズ（平坦な部分での等高線状のノイズ）が
目立つようになります。値を大きくすると逆になります。比較的
高いビットレートのときはやや大きめの値を設定しても良いで
しょう。

• 残部
映像の静止，あるいはスムーズな部分と動きの変形を伴って動く
部分とのビット量のバランスを指定します。0に近づくと，変形
を伴って動く部分に多くのビットが割り当てられます。100に近
づくと，静止，あるいはスムーズな部分に多くのビットが割り当
てられます。残部の設定はややクリティカルです。比較的高い
ビットレートのときはやや大きめの値を設定することが望ましい
ですが，動きの多い複雑な映像ではモスキート・ノイズが増加す
るので注意してください。

• 輝度
暗部と明部のビット量のバランスを指定します。0に近づくと明
部に多くのビットが割り当てられます。100に近づくと暗部に多
くのビットが割り当てられます。比較的高いビットレートのとき
は黒に近い暗部での微小な凹凸に対するひずみが目立ちやすく，
やや大きめの値を設定することが望ましい場合があります。
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6.2.3 量子化時のディザ

量子化処理を行う前に映像にノイズ（ディザ信号）を付加することに
より，量子化誤差を分散して目立たなくします。この機能は，フェード
やグラデーション処理のされている素材で，コンタリング・ノイズが目
立つ場合に効果的です。このフィルタは等高線状のノイズの境界をなだ
らかにする効果があります。コンタリング・ノイズが発生していないよ
うな部分では付加されたノイズによって画質が劣化します。40 程度ま
でを目安に，なるべく控えめにお使いください。

6.2.4 ピクセル値のレンジ

映像のピクセルの値の上下を切り詰める設定をします。特に DV 圧
縮された素材などでは正規のNTSCまたは PALの範囲を逸脱した信号
が入力される場合があり，この場合，デコーダやモニタの組み合わせに
よっては色ににじみがでたりすることがあります。ここで値を制限して
おくとそのような問題の発生をある程度逃れることができます。0..255

を指定した場合，制限がなされていない意味になります。8..247程度を
基準に 16..239程度までを指定すれば良いでしょう。原画に特に問題が
見られない場合は 0..255での使用をお勧めします。

6.2.5 ブロックスキャン順序

量子化されたデータを符号化する際に，DCTブロックをどのような
順序でスキャンするか指定します。インターレースの素材では交互，プ
ログレッシブ素材ではジグザグを指定すると良いでしょう。適応的を選
択すると，それらを自動的に使い分けます。通常は適応的を選択してく
ださい。
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6.2.6 動き予測

動き検出の振る舞いを指定します。

• 標準
通常の設定です。

• あまり動かない
映像に動きがないことを指定します。特に非常に速い輝度変化を
伴うフェード効果をもつ映像部分などでは，本来動きのない映像
であってもエンコーダ側で動きを持つように検出されてしまう場
合があります。映像にほとんど動きがない部分では明示的にそれ
を設定すると，このような問題を避け，より高品位にエンコード
できる場合があります。

• よく動く
映像が非常に激しく複雑に動いていることを指定します。Cin-

ema Craft Encoder SP3 の動き検出は誤り検出，訂正の機能を
持っています。通常の映像ではこの機能は有効に作用しますが，
CG映像などでは，自然画像ではありえないような非常に激しく
動く映像があります。このような場合に誤り検出，訂正の機能
が，検出した動きを誤りと判断して捨ててしまうことがあり，こ
の値を指定することでこの問題を回避できます。

ほとんどのケースにおいて，あまり動かないあるいはよく動くの指定
は必要ありません。むしろ劣化するケースも多くあります。ひずみが気
になる部分で指定すると映像を改善できる可能性があると考えてくださ
い。特によく動くを指定して映像のひずみを改善できることは稀なケー
スです。極端な映像部分だけで指定してください。
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6.2.7 ピクチャータイプ

映像の種別を指定します。インターレースや，プログレッシブは映像
の種別に応じて指定します。プログレッシブの素材にインターレースを
指定しても問題は圧縮効率が下がる程度に限定されますが，インター
レースの素材にプログレッシブを指定すると，動きがギクシャクすると
か色が本来のものと変わってしまうなど非常に大きな問題が発生しま
す。注意してください。

NTSCではプログレッシブを指定することは稀なケースです。映像
が，本当にプログレッシブの場合だけ指定してください。逆 3:2プルダ
ウン選択時にはこの設定は無視され，逆 3:2プルダウンの設定が有効に
なります。

PALの場合，2:2プルダウンして（フィルム → PAL）されている素
材には，プログレッシブを指定すると良いでしょう。自動検出を設定す
るとエンコーダに自動的に判別を行わせることができます。閾値の値を
設定することもできます。値が大きいほど，インターレースと認識され
ることが多くなります。値の範囲は 60..100ですが，通常 80程度を基
準に設定してください。

6.3 設定値のロードとセーブ

保存...，読み込み...ボタンを使って設定値をファイル化したり，読み
込んだりできます。
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第 7章

映像に対する効果の設定

メイン ウインドウのウィン
ドウメニューからエフェクト設
定...を選択するとこの画面が表
示されます。ここでは映像に対
する効果に関する設定をまとめ
てあります。

7.1 設定の追加，変更，削除

設定を変更した後，画面上部の保存...ボタンを押すと，設定が保存さ
れます。削除ボタンを押すとリストから削除されます。

7.2 設定値の詳細

• 塗りつぶし
映像を塗りつぶすことを設定します。

– 黒
映像を真っ黒に塗りつぶします。黒画面にノイズが載ってい
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る場合，真っ黒に塗り直すことができます。
– 白
映像を真っ白に塗りつぶします。白画面にノイズが載ってい
る場合，真っ白に塗り直すことができます。

– モノクロ
色差情報を無視してエンコードを行います。出力映像は白黒
になります。白黒の素材で色差成分にノイズがある場合に指
定してください。

• レターボックス
映画などのワイドスクリーンを 4:3の画面に収めるために，画面
上下に黒い帯を付加してアスペクト比を合わせたものをレター
ボックスといいます。この帯の部分の大きさを設定することによ
り，帯の部分にノイズが載っている場合，真っ黒などに塗り直す
ことができます。

– 透過
映像はそのまま扱われます。塗りつぶし機能は働きません。

– 黒
指定された部分を黒で塗りつぶします。黒い領域のノイズを
除去できます。

– 白
指定された部分を白で塗りつぶします。レターボックスに指
定されている範囲の確認に使用できます。

– 反転
レターボックスでは反転を設定することができます。この設
定では指定された部分を反転します。レターボックスに指定
されている範囲の確認に使用してください。
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7.3 設定値のロードとセーブ

保存...，読み込み...ボタンを使って設定値をファイル化したり，読み
込んだりできます。
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第 8章

テンプレートセットの指定

セグメント設定 (p. 44)，画質設定
(p. 48)，映像に関する効果の設定 (p. 56)

でユーザーが設定したパラメーターセット
は，エンコーダーコントロールリストの保
存 (p. 13) 時に一緒に保存されますが，エンコーダーを再起動して，エ
ンコーダーコントロールリストを新規に作成しようとすると，ユーザー
が設定したパラメーターセットはクリアされてしまいます。
自分で作成したパラメーターセットを別のエンコーダーコントロール

リストで使いたい場合は，テンプレートセットを指定してください。

8.1 テンプレートセットの保存と設定

テンプレートセットを保存するには，メインウインドウのファイルメ
ニューからテンプレートとして保存を選択し，ファイル名を指定して保
存します。テンプレートセットを設定するには，メイン ウインドウの
オプションメニューからテンプレートセット...を選択し，テンプレート
設定ウィンドウ上でデフォルトテンプレートセットを選択した後でテン
プレートセットのファイル名を入力します。
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第 9章

逆 3:2プルダウンの設定

メインウインドウ内のプルダウン
を設定するところにある設定...ボ
タンを押すとこの画面が表示されま
す。ここでは逆 3:2プルダウンに関
する設定をまとめてあります。

9.1 逆 3:2プルダウンとは

フィルムは 24 frames/sec のプログレッシブで，NTSC は 60

fields/sec のインターレースです。フィルムから NTSC に変換するこ
とを 3:2 プルダウンといい，典型的には 5 フィールドごとに 2 フィー
ルド前の映像のコピーを挿入することでこの変換が行われています。
MPEG2/Videoではこのコピーとして挿入されたフィールドを符号化
せずに，符号化フレームの最初のフィールドのコピーを 2フィールド後
に挿入するような記述をすることができ，こうすることで符号化効率
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を向上させることができます。コピー・フィールドは符号化されないの
で，うまく逆 3:2 プルダウンできた部分はビットレート換算で 25%上
げた効果があります。また，この場合，実際に符号化されているのはイ
ンターレースなビデオ映像ではなく，フィルムとしてのプログレッシブ
の状態と付加情報です。一般にインターレースよりプログレッシブのほ
うが符号化効率が良いので，うまく検出できれば実際には圧縮効率は
25% よりさらに良くなります。逆 3:2 プルダウン機能を選択してエン
コードを実行すると，自動的にプルダウンのパターンが検出されます。
この検出結果を確認して手動で修正することもできます。また，プルダ
ウン検出を行わずに手動でプルダウンのパターンを指定することもでき
ます。

9.2 逆 3:2プルダウン設定の基本概念

フィルムの 4 フレーム (A，B，C，D) を構成する NTSC ビデオ
の 10フィールドに対するプルダウン・フェーズを，それぞれ A1/A2，
B1/B2/B3，C1/C2，D1/D2/D3と呼び，各フィールドがどのフェー
ズに該当するかを調べ，直前と連続していないフィールドの状態を指定
します。

9.3 プルダウン・リスト

逆 3:2プルダウン設定画面左のリストをプルダウン・リストと呼びま
す。フィールドのプルダウン・フェーズを特定したら，プルダウン・リ
ストにエントリーします。いくつかの特定箇所をエントリー後，まとめ
るボタンを押すとプルダウン・フェーズの繋がっているエントリーを探
し，エントリーをまとめます。このリストは eclファイルに保存されま
す。エンコード時は，このプルダウン・リストに従って逆 3:2プルダウ
ン処理が行われます。
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9.4 プルダウン・リストの編集

既に逆 3:2プルダウン検出されている場合，逆 3:2プルダウン検出結
果がリスト表示されます。以下が表示されます。

• タイムコード
タイムコード/フィールド番号

• フィールド
エントリーに含まれるフィールド数

• 位相
A1 –D3 TC の示すフィールドのプルダウン・フェーズ

Progressive プログレッシブフレーム
Interlaced インターレース

Auto 自動検出の指定

9.5 リスト操作ボタン

リストの下にあるボタンを使ってリスト操作を行うことができます。

• 元に戻すボタン
直前の変更を取り消します。

• やり直しボタン
元に戻すで取り消した変更を再度適用します。

• 一時保存ボタン
現在のリスト内容をメモリ上に記憶します。画面を閉じると記憶
情報は消去されます。

• 呼び出しボタン
メモリで記憶した内容を呼び出します。

• 入れ替えボタン
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現在のリスト情報とメモリ上のリスト情報を入れ替えます。
• 初期状態ボタン
画面が開かれた時の状態に戻します。

• 全部削除ボタン
リストをクリアします。

• まとめるボタン
フェーズが繋がっている複数のエントリーを 1つのエントリーに
まとめます。例えば，01:00:00:00.0 – A1と 01:00:00:06.0 – B1

が連続して設定されていた場合，この 2 つの指定は連続してお
り，後者の指定を消去して最初の指定を残します。
*注意*

A1, B1, C1, D1 以外から始まるフェーズは統合されません。
例えば，A1 B1 B2 — B3 C1 C2...で A1と B3のフィールドが
指定されていた場合，一見してこれらは統合して良いように感じ
ます。しかし，B2 と B3 が異なるフィルムのコマの絵柄の場合
もあります。この場合はこれらは統合すべきではなく，Cinema

Craft Encoder SP3 には B2 と B3が同じコマの絵柄であるかど
うか判別できません。

9.6 位相変化点

フィールドの位置およびそのフェーズを指定します。

9.6.1 フィールドの位置の指定

上部のタイムコード指定ボックスには参照するタイムコードとフィー
ルド番号（0または 1）を入力します。タイムコード指定ボックス右側
の [ < ] ボタンを押すと 1つ前のフィールドに移動します。[> ] ボタン
を押すと 1つ後ろのフィールドに移動します。Sボタンを押すと，参照
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しているフィールドを含むエントリーの最初のフィールドに移動しま
す。リスト上の別のエントリーをクリックすると，そのエントリーの最
初のフィールドに移動します。また，画面下部にあるフェーズ計算のタ
イムコードのボックスをドラッグすると，そのタイムコードに移動する
ことができます。

9.6.2 プルダウン・フェーズの指定

タイムコード指定ボックスの下には，指定したフィールドに対するプ
ルダウン・フェーズを選択するボタンが配置されています。該当するも
のをクリックして指定します。

9.6.3 エントリーの追加と削除

プルダウン・リストのエントリーを追加するには，設定ボタンを押し
ます。また，プルダウン・リストのエントリーを選択して，Deleteキー
を押すと，エントリーを削除することができます。

9.7 検索

既にリストにエントリーが登録されている場合，条件に該当するエン
トリーを検索します。あるフィールド数以下のエントリーを検索するに
は，検索セクションの [ <= ]ボタンの右側のテキストボックスにフィー
ルド数を指定し，[ <= ]ボタンを押します。同様に，あるフィールド数
以上のエントリーを検索するには [ <= ] ボタンを使います。逆 3:2 プ
ルダウンされてないインターレースのエントリーを検索するには，イン
ターレースボタンを押します。検索を行うと該当するエントリーの先頭
のフィールド位置に移動します。
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9.8 検出制御

逆 3:2プルダウン検出の閾値を設定し，検出の振る舞いを変えること
ができます。最初のエンコード時に i32ファイルを作成しておくと，閾
値を変えて検出をさせることができます。

9.8.1 i32ファイル

i32ファイルを選択してエンコードを実行すると，ソース映像の全て
のラインに対して 1または 2ライン前後のラインとの相関を調べ，.i32

と拡張子をつけたファイルに記録します。この情報を分析することに
より，2ライン離れたデータとの相関が高ければインターレースフレー
ム，1ライン離れたデータとの相関が高ければプログレッシブフレーム
であると判断します。後述の 2つのパラメータは，この判断を行う際の
基準となる値を設定します。

9.8.2 プログレッシブフレーム判定基準

プログレッシブフレームを構成可能と判断する際の基準となるライ
ン間の相関を指定します。単位は%です。デフォルト値は 70です。こ
の値を高くするとプログレッシブフレームの判断がより厳しくなり，イ
ンターレースとして処理される部分が増えます。値を低くするとプログ
レッシブとして処理される部分が増えます。値を低くしすぎると，誤っ
たフィールドの組み合わせをプログレッシブフレームとして処理する恐
れがあります。しかし，値を高くしすぎると，インターレース処理され
るフレームが増えることにより符号化効率が低下します。通常は 60～
90程度に設定してください。
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9.8.3 リピートフィールドの誤差の許容範囲

逆 3:2プルダウン処理によりリピートされるフィールドは，2フィー
ルド前のデータと同じであるはずですが，実際は編集や録画の際の圧縮
やフィルタ処理により何らかの違いが生じることが多く，全く同じであ
る場合はむしろまれです。この値は，リピートされたフィールドを判断
する際にどの程度までの違いを許容するかを設定します。通常は 4～16

程度で設定してください。

9.8.4 閾値の適用

自動検出する場合は次回のエンコード時に指定の閾値が適用されま
す。i32ファイルが作成されている場合，適用ボタンを押して変更した
設定に基づいてプルダウン・リストを再作成します。ここで変更される
のは，プルダウン・リスト情報のみです。変更を実際に作成ファイルに
反映させるにはエンコードを実行する必要があります。ここでの検出
結果をさらに修正することもできます。エンコード時，エンコーダ側は
i32ファイルではなく，プルダウン・リストを参照することに注意して
ください。エンコード時，i32ファイルは記録されるだけであり，参照
されません。

9.8.5 プログレッシブ/インターレースの切り替えを極力

減らす

Cinema Craft Encoder SP3 は逆 3:2 プルダウン動作時は 3:2 シーケ
ンスが取得できていない部分ではプログレッシブ，インターレースを
コーディング・フレームごとに自動的に判別します。このような動作は
圧縮効率の見地からは最適ですが，短い時間にプログレッシブ，イン
ターレースを激しく切り替える部分も発生します。一部のデコーダは



第 9章 逆 3:2プルダウンの設定 67

このようなストリームを再生する場合にノイズを発生することがあり，
このような問題を最小化します。また，閾値を適用した結果,リストに
膨大なエントリが発生した場合に，短い時間でのプログレッシブ，イン
ターレース切り替えの部分をまとめて一時的にリストを簡単にしてリス
トの全体を把握しやすくするという使い方もできます。

9.8.6 プログレッシブ → インターレース

全てのプログレッシブと表記された部分をインターレースに設定しま
す。プログレッシブ映像をインターレースとして扱っても，問題は符号
化効率（画質）の低下に限定されますが，インターレース映像をプログ
レッシブとして扱った場合，動きがおかしいなど，多くの問題が生じま
す。簡単にこれらの問題を避けるために，この機能を使うことができま
すが，この場合，画質は必ずしも最適とはいえないことに注意してくだ
さい。

9.8.7 プルダウン検出結果の詳細確認

以下の項目を含む逆 3:2プルダウン情報をテキストファイルに出力し
ます。チャプタ位置を修正するなど場合に参考にしてください。

• i32ファイルに記録されたフィールド情報
• 逆 3:2プルダウン検出結果
• フレームとしてエンコードされるフィールドの組み合わせ

9.9 位相計算

基準点となるフィールドのプルダウン・フェーズを元に，同じパター
ンが継続した場合の他のフィールドのプルダウン・フェーズを計算しま
す。最初のタイムコード・ボックスに基準点となるフィールドとフェー



第 9章 逆 3:2プルダウンの設定 68

ズを指定します。2番目以降に表示されるフェーズは全てこの基準点か
ら計算されたフェーズが表示され，右端のフェーズ表示ボタンの右側に
は，基準点から何フィールド離れているかを表す数字が表示されます。
2番目のタイムコード・ボックスは現在の位相変化点が表示されます。

9.9.1 操作ボタン

• [ ↑ ] ボタン
現在参照しているフィールドをタイムコード入力ボックスに挿入
します。

• [ > ] ボタン
現在参照しているフィールドを位相変化点に設定します。

• [ < ]，[ > ] ボタン
前後のフィールドに移動します。

• Sボタン
このフィールドが含まれるエントリーを検索します。

9.10 プルダウン・リストの読み込みと保存

9.10.1 プルダウン・リストの保存

プルダウン・リストをファイルに保存することができます。保存...ボ
タンを押してファイル名を入力し，保存します。

9.10.2 プルダウン・リストの読み込み

ファイルに保存されたプルダウン・リストを読み込むことができま
す。逆 3:2プルダウンのパターンがあらかじめわかっている場合は，リ
ストを作成して読み込むことができます。
ファイルの作成方法は，下記のようにタイムコードとフィールド番号
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とプルダウン・フェーズを一行に書きます。

• テキスト形式の場合
01:00:00:00.0 Progress

01:00:00:01.0 B1

など
• CSV形式の場合

01, 00, 00, 00, 0, Progress

01, 00, 00, 01, 0, B1

など

9.11 逆 3:2プルダウンとセグメント指定

Cinema Craft Encoder SP3 は，プルダウン・フェーズの整ったソー
スであっても，セグメント指定を優先してプルダウン・フェーズを組み
替えます。（ただし，セグメントの間隔が 6フレーム未満の場合は，指
定した位置にセグメントを置けないこともあります。）プルダウン・リ
スト上のプルダウン・フェーズが不自然に乱れている場合は，無理な位
置にセグメントが設定されている可能性があります。プルダウン検出結
果の詳細確認などで確認してください。
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第 10章

VBRの詳細設定

メイン ウインドウ内のビットレートタイプを設定するところにある
ビット割り当て...ボタンを押すとビット割り当て画面が表示されます。
ここではマルチパス VBRでのビット割付の詳細設定を行います。
マルチパス VBRでエンコードする場合は，ビットレートの変動の特

性を変化させる V/C設定，平均，最小，最大ビットレートを指定でき
ますが，さらに GOP単位で部分的にビットレート設定を変えることが
できます。ここではビットレートまたは量子化スケールの変動がグラフ
表示され，どの部分にどのようにビット配分が計画されているのかを確
認しながら，ビット割り付けを変更したり，画質設定画面を呼び出して
画質設定を行うことができます。この設定を行うには，事前にエンコー
ドを行いビデオ情報ファイルを作成しておく必要があります。

10.1 ビットレート／量子化スケールグラフ

このグラフでは，ビットレートまたは量子化スケールの変動を視覚的
に確認することができます。X軸はソース映像の時刻を，Y軸はビット
レートまたは量子化スケールの値を表示します。



第 10章 VBRの詳細設定 71

10.1.1 グラフに表示される項目の選択

グラフの上の部分にある選択ボタンを押して表示される項目を選択し
ます。

• ビットレート ビットレートを表示します。
• Q.スケール 量子化スケールを表示します。
• 現在のパス 前回のエンコード結果を表示します。
• 次のパス 次回エンコード時に適用される計画を表示します。

10.1.2 グラフの見方

ビットレートグラフの見方

ビットレートが選択されると，以下のようなグラフが表示されます。

グラフ上の白い点，緑の点，赤い点はそれぞれ I ピクチャ，P ピク
チャ，Bピクチャを表します。黄色い横線は，GOP単位の平均ビット
レートを表します。青い帯は，設定された最小ビットレートから最大
ビットレートまでのビットレート可動幅を表します。縦の二重線（時間
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インジケータ）は，現在参照しているタイムコードの位置を示します。
紫の縦線はチャプタやシーンチェンジ検出された閉GOPの先頭を示し
ます。

量子化スケールグラフの見方

量子化スケールが選択されると，以下のようなグラフが表示され
ます。

量子化スケールの値はひずみ量を表します。値が小さければひずみ
が小さく，大きければひずみも大きくなります。ビットレート表示の場
合と同様にグラフの白い点，緑の点，赤い点，黄色い線はそれぞれ Iピ
クチャ，Pピクチャ，Bピクチャ，GOP単位の平均ビットレートを表
します。縦の二重線（時間インジケータ）は，現在参照しているタイム
コードの位置を示します。紫の縦線はチャプタやシーンチェンジ検出さ
れた閉 GOPの先頭を示します。

表示する値の上限及び下限の変更

グラフ上部にある [+]，[−]ボタンをクリックして，縦軸の範囲を変
更します。[上へ][下へ]ボタンをクリックすると，縦軸の原点を変更で
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きます。設定された値はボタン近傍にラベル表示されます。ビットレー
ト表示の場合は Mbps の単位で表示されます。グラフの上限および下
限を変更することにより見やすい値に設定してください。[#1]，[#2]

と表されるボタンは表示する上限下限の値をよく使われる既定の値にし
ます。

10.2 時間軸方向への移動

時間軸方向への移動にはいくつかの方法があります。

• グラフをクリックすると時間インジケータがそこに移動します。
• グラフ上でマウスの右ボタンを押しながらマウスホイールを回転
させるとグラフがスクロールします。

• グラフの下のスライダーを左右に動かすとグラフがスクロールし
ます。

• グラフの下のボタンを押すと，ボタンに応じた単位でグラフがス
クロールします。

[ < ]，[ > ] ボタン GOP単位
[ << ]，[ >> ] ボタン 画面単位
切片 [ < ]，[ > ] ボタン セグメント単位

• グラフの下の指定のところでタイムコードを設定し， ボタン
を押すと，指定したタイムコードを含む GOP の先頭に移動し
ます。

10.3 フレームの表示

ビット割り当て画面を開くとフレーム表示のためのウィンドウが 2

枚開かれます。左側のウィンドウにはソース画像が，右側のウィンドウ
にはエンコード／デコードされた画像が表示されます。基本的にはグラ
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フ上の現在位置の画像が表示されますが，グラフをクリックし，マウス
ホイールを回すことで，同一 GOP内の Iフレーム以外のフレームを表
示することができます。

10.4 マークを付けてタイムコードを保存する

参照したいタイムコードをマークとして登録しておくと，後でマーク
を選択して希望位置に移動することができます。このマークはエンコー
ド中に打つこともできます。

10.4.1 マークの登録

スライダー下のテキストボックスにマーク名を入力し右側の設定ボタ
ンを押します。

10.4.2 マークの削除

現在選択されているマークを削除するには，削除ボタンを押します。
ドロップダウンリストの全ラベルを削除するには，全削除ボタンを押し
ます。

10.4.3 マーク位置に移動

ドロップダウンリストの項目を選択するとそれに近いGOPに移動で
きます。

10.5 現在の状態の表示

現在の状態が表示されます。以下，全て Plan とあるのは次回エン
コード時に適用される計画を表示し，全て Prev とあるのは前回のエン
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コード結果を表示します。

• GOPと表示されている部分には縦の二重線（時間インジケータ）
の示す GOPの情報を表示します。

• 部分と表示されている部分には局所的ビットレート設定がなされ
ている場合にその部分の情報を表示します。

• ファイルと表示されている部分にはファイル全体としての情報を
表示します。

• ここで Idealとあるのは，指定の平均ビットレートとTC in..out

のフィールド数から算出される計算値です。

10.6 ビットレートの設定

グラフを見ながら全体または部分的なビットレート設定を変更するこ
とができます。

10.6.1 全体のビットレート設定

エンコーダ設定画面で行ったビットレート設定とV/C設定をここで
変更することができます。この設定はストリーム全体に適用されます。
変更を行うと自動的にグラフが更新されます。グラフの更新について
は，グラフの更新を参照してください。

10.6.2 局所的ビットレート設定

ここでは，指定した範囲のみビットレート設定を変更することができ
ます。また，指定した範囲を前回のエンコード結果と同じにすることも
できます。
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範囲設定

ビットレートを変更する範囲を設定します。アウトを指定する場合，
アウト点は含みません。タイムコードを指定するには，タイムコード指
定テキストボックスに直接入力することもできますが，テキストボック
ス左側の [ >> ] をクリックすると時間インジケータの示すタイムコー
ドを入力することができます。また，時間インジケータおよび現在の
GOP 情報に表示されているタイムコードをドラッグすることにより，
その値を入力することができます。

• 取得ボタン
すでに範囲指定されている部分に時間インジケータがある場合
は，その範囲を取得することができます。

• 切片ボタン
時間インジケータを含むセグメント（閉 GOPが組まれている範
囲）を収録することができます。

• 全部ボタン
TC in..outの範囲を取得することができます。

ビットレート設定

指定した範囲に適用する平均，最小，最大ビットレートとV/C（ビッ
トレートの変動幅）を指定します。次回ボタンを押すと，次回のエン
コードのために計画されているビットレートの範囲内の平均ビットレー
ト値を計算し，取得します。前回ボタンを押すと，前回エンコードされ
た時のビットレートの範囲内の平均ビットレート値を計算し，取得しま
す。これらは，現在の設定より，あるいは前回のエンコード時より，あ
と少し範囲内のビットレートの平均を上げたいなどの時に使用すると便
利です。
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ビットレートを前回のエンコードと同じにする

固定ボタンを押すと前回エンコードされたときのビットレート情報
を取得し，それと同じ状態を保つことができます。前回のエンコード
結果が良好な部分の設定を固定して，設定変更による品質の低下を防
ぐような使い方をすることができます。（MPEG 規約の VBV (Video

Buffer Verifier) の規約を守るために，最小限の変更が行われる場合が
あります。）

ビットレートの指定の確定

ビットレート設定の変更を確定し，設定ボタンを押します。平均ビッ
トレートを保つが設定されている場合，指定のない部分のビットレート
を調整して全体の平均ビットレートを保つように動作します。平均ビッ
トレートを保つが設定されていない場合，指定のない部分のビットレー
トは変化させません。（MPEG規約の VBV (Video Buffer Verifier) の
規約を守るために，最小限の変更が行われる場合があります。）この場
合は，結果的に全体の平均ビットレートは変化します。変更を行うと自
動的にグラフが更新されます。グラフの更新については，グラフの更新
を参照してください。

ビットレートの部分更新

局所的なビットレート設定を行った場合に，変更を確認したり，既存
のストリームを部分的に変更することができます。
エンコードボタンを押すと部分的にエンコードを行い，エンコード結

果を既存のストリームに対して反映させることができます。

ビットレートの部分更新の制約事項

• セグメント単位でエンコードを行います。ただし，これは Cinema

Craft Encoder SP3 がシーンチェンジに自動的に挿入した I フ
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レームのポイントを含みます。グラフで紫の縦線から紫の縦線の
範囲になります。

• エンコードで既存のストリームに上書きを行う場合は更に下記の
制約があります。

– CBRストリームには上書きできません。
– 全体のビットレート設定での最大ビットレートの指定は上
書きしようとする既存のストリームと一致することが必要
です。

– 既存のストリームの状態によっては MPEG 規約の VBV

(Video Buffer Verifier) の規約を守るために，再エンコード
の範囲を拡張する場合があります。この場合の拡張もセグメ
ント単位で行なわれます。

ビットレートの指定の取り消し

ビットレート設定の変更を取り消したい場合は，戻すボタンを押しま
す。変更を行うと自動的にグラフが更新されます。グラフの更新につい
ては，グラフの更新を参照してください。

10.6.3 グラフの更新

設定の変更が行われるとビット配分計画の再計算が始まります。計算
中は，グラフ右端下部のタイムコード表示の右側にある待機中という表
示が計算中に変わります。計算が終わるとグラフは更新され，待機中と
いう表示に戻ります。計算中と表示されている間は，グラフは更新され
ておらず，現在の設定結果を反映されていないので注意してください。
なお，計算中と表示されている間も設定は変更できます。その場合，計
算中のビット配分計画は自動的に捨てられ，再度計算が始まります。
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第 11章

オプション設定

メイン ウィンドウのオプションメニューから設定できる項目につい
て説明します。

11.1 入力ファイル

オプションメニューから入力...を選択し
たときに開くウィンドウでは，入力ファイ
ルの読み込みに関する設定をします。

ファイルのデコード

Cinema Craft Encoder SP3はファイルをデコードするとき，まず最
初に YUY2 形式でデコードできるかどうかをチェックします。この形
式でデコードできれば RGB から Y CbCr への色変換が不要になるた
め，エンコードしたストリームの画質が向上します。（ただし，すべて
のファイルが YUY2形式でデコードできるわけではありません。）
初期設定では YUY2形式へのデコードを試みるが選択されています。

この選択を解除するとソースファイルをRGB でデコードするようにな
ります。
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709/601変換

RGBから Y CbCr への色変換には SD用の ITU-R BT.601とHD用
の ITU-R BT.709があります。このためソースが HDの場合は YUY2

形式でデコードできたとしても 709/601変換が必要になります。その
ためソースが HDのときは 709/601 変換を行うの設定はデフォルトで
オンになっています。

QuickTimeファイルの読み込み

QuickTimeファイルはフレームレートが途中で変わることがありま
す。そのため QuickTimeファイルを入力ファイルとした場合，同じフ
レームが 2 回以上使用されたり逆にエンコードされないフレームが発
生することがあります。このような動作を避けて，固定フレームレート
としてすべてのフレームを読み込む場合は，フレームをダブらせたりス
キップしたりしないを選択してください。ただし，もともと可変フレー
ムレートのQuickTimeファイルの場合は，ここを選択するとエンコー
ド結果がおかしくなることがありますので注意してください。

11.2 出力先

オプションメニューから出力...を選択したときに開くウィンドウで
は，各種ファイルの出力先に関する設定をします。
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ビデオファイルやログファイルなどの出力フォルダーは，初期状態で
は，前回指定した場所が次回設定時のデフォルトになります。この振る
舞いは，出力フォルダーの画面で出力フォルダーを固定するを指定する
ことで変えることができます。出力フォルダーを固定するを選択し，こ
の画面で出力フォルダーを指定すると，前回指定したフォルダーの場所
ではなく，ここで指定した場所がデフォルトの出力先になります。

11.3 拡張子

以下の出力ファイルについて，それぞれ拡張子を設定できます。

• エンコーダ コントロール リスト
• MPEG-2ビデオ エレメンタリ ストリーム
• MPEG-2プログラム ストリーム
• MPEG-1ビデオ エレメンタリ ストリーム
• MPEG-1システム ストリーム
• MPEG-1オーディオ エレメンタリ ストリーム
• Video CD
• Super Video CD
• ビデオ情報ファイル
• プルダウン情報ファイル

11.4 シャットダウン

エンコードが終了したときにシステムをシャットダウンすることがで
きます。シャットダウンを有効にするにはエンコードが終了する前にエ
ンコード終了後にシステムをシャットダウンするを選択しておきます。
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第 12章

ウォッチフォルダー

ウォッチフォルダーの機能を使用すると，そのフォルダーに置かれた
ソースファイルを自動的にエンコードすることができます。
ウォッチフォルダーを使ったエンコードの流れは以下の通りです。

1. 監視対象となるフォルダー，エンコード対象となるファイルの種
類，設定ファイルを指定します。

2. ウォッチフォルダーの監視を開始します。
3. エンコードしたいファイルをウォッチフォルダーに移動，または
コピーします。

12.1 ウォッチフォルダーの指定

ウォッチフォルダーを指定するには，メ
インウィンドウの編集メニューからウォッ
チフォルダー設定... を選択し，ウォッチ
フォルダー設定画面を開きます。

画面上で右クリックし，追加を選択するとウォッチフォルダーの設定
画面が開くので，そこでフォルダー名，マスク，設定ファイルを指定し
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ます。

フォルダー名

監視するフォルダーを指定します。

マスク

監視するファイルを指定します。初期設定では*.*となっています
が，これは全てのファイルを監視する，という意味です。全てのファイ
ルの代わりに AVIファイルだけを監視するようにしたい場合は *.aviと
指定します。

設定ファイル

エンコード時に使用する設定ファイルを指定します。ここで使用する
設定ファイルは，セクション 4.5設定の保存と読み込み (p. 43) で保存
したファイルです。

12.2 ウォッチフォルダーの実行と停止

ウォッチフォルダーの機能を開始するにはメイン ウィンドウのファ
イルメニューからフォルダーウォッチを選択します。するとフォルダー
ウォッチにチェックマークが付きます。この状態のときに指定したフォ
ルダーにファイルを移動またはコピーするとエンコードが自動的に開始
されます。
ウォッチフォルダーの機能を停止するには，再度フォルダーウォッ

チを選択し，チェックマークを外します。

• ウォッチフォルダーの監視中でも，GUI 上で操作をすることは
できます。ただしエンコード中はGUIの動作が遅くなります。

• ウォッチフォルダーへはファイルのコピーではなく，移動するこ
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とをおすすめします。ファイルのコピーの場合，コピーが完了す
る前にエンコードを開始しようとして失敗してしまうことがある
からです。（ただしそのように失敗した場合でも，何度かやり直
すので，最終的にはエンコードできます。）
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第 13章

表示設定

メイン ウィンドウの表示メニューから設定できる項目について説明
します。ここでの設定は Cinema Craft Encoder SP3 の GUI について
の設定です。エンコードの結果には一切関係ありません。

保存

Cinema Craft Encoder SP3 の GUI の現在の状態を保存します。た
だし Cinema Craft Encoder SP3 の終了時にも自動的に Save が呼ばれ
るので，ここでの保存は現在のプロセスの実行中のみ有効と考えてくだ
さい。

リロード

保存で保存した状態，または起動時の状態に Cinema Craft Encoder

SP3の GUIを戻します。

リセット

Cinema Craft Encoder SP3の GUIを初期状態に戻します。
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フォントサイズ...

メイン ウィンドウで使用するフォントのサイズを指定します。指定
できる範囲は 6から 36までです。10.5などの小数も指定できます。
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第 14章

トラブルシューティング

何か困ったことがあったときは，サポートに問い合わせる前にこの章
を参照してください。

起動時にエラーが出て，正常に立ち上がらない

user.configをいうファイルが壊れていると，正常に起動できなく
なることがあります。正常に起動できなくなった場合は user.config

を削除してみてください。user.config は以下のフォルダーにあり
ます。

Local Application Data\Custom Technology\cce3.exe Url ...\version number

Local Application Data の場所は OS や環境によって異なります。
OSがWindows 7やWindows Vistaの場合は，多くの場合，
C:\Users\username\AppData\Localです。

またバージョン 1.0.5.1より古いものを使用する場合は，インストー
ル先のフォルダーに ja-JPというフォルダーがあるかどうかを確認し，
もしあった場合はこのフォルダーを削除してください。
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VBV buffer overflowというエラーが出て，エンコードに失敗する

VBVバッファーオーバーフローが発生し，希望の条件でエンコード
できない場合があります。VBVバッファーとは，一種の仮想デコーダ
で，受信側のバッファー容量を超えるストリームを防ぐための監視機
能です。エンコーダはこの VBVバッファーを元にエンコードを行いま
す。この VBVバッファーがオーバーフローを起こすと，エラーが発生
してエンコードが止まります。
このエラーが出た場合は，GOP の構成やビットレートなど，エン

コーダーのパラメータを変更した後，再エンコードしてみてください。
エラーが出たフレームのところでソースを分割してエンコードするのも
有効な対策です。

QuickTimeファイルを使用すると，同じフレームがダブってエンコード

される

QuickTime ファイルのフレームレートが出力するMPEGファイル
のフレームレートと微妙に異なる場合，同じフレームが 2 回使われた
り，逆にフレームがスキップされることがあります。このようなことが
起こるのを避けたい場合は，オプションメニューから入力... を選択し
て入力ウィンドウを開き，フレームをダブらせたりスキップしたりしな
いを選択してください。

エンコードを少しでも速くしたい

エンコードを速くしたい場合は，ソースファイルと出力ファイルのド
ライブを分けてください。できればビデオ情報ファイルも別のドライブ
にしてください。リサイズしながらマルチパスVBR/CBRでエンコー
ドする場合，中間ファイルを使用すると 2パス目以降が劇的に速くなる
ことがあります。
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エンコード後の画質があまりよくない

ソースファイルをリサイズしてエンコードした結果があまりよくない
のであれば，それはエンコードのせいではなく，リサイズのせいかもし
れません。試しにリサイズ設定 (p.35) を変えてエンコードしてみてく
ださい。
リサイズのせいではないと思われる場合，ビットレートが足りない

のかもしれないので，ビットレートを上げてエンコードしてみてくださ
い。VBRでエンコードしたのであれば，部分的にビットレートを上げ
ることができます。やり方については VBR の詳細設定 (p.70) を参照
してください。

エンコード後のファイルのサイズがソースファイルのサイズよりも大き

いのに絵がきたない

ソースファイルが高圧縮でエンコードされたものである場合，エン
コード後のファイルの方が大きくなることがあります。そのような場合
でもエンコードしたファイルの画質がソースファイルの画質よりも良く
なることはありません。

なぜか分からないけどアプリケーションが途中で落ちる

なぜか分からないけどアプリケーションが途中で落ちる場合は，コ
マンドラインから cce3.comを起動してください。起動後は通常通りご
使用ください。この状態でアプリケーションエラーが起こってプログラ
ムが終了すると，コマンドラインにスタックトレースが表示されますの
で，その情報をテクニカルサポートにご連絡ください。


